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第10回 宍粟市千種幼保一元化協議会次第 

 

日 時  平成２６年 ７月２３日（水） 

                       午後７時～ 

場 所  センターちくさ ３階 中ホール 

 

 

１．開  会 

 

 

 

 

２．あいさつ 

 

 

 

 

３．協議事項等 

   

＊ 部会における協議について 

    ・各部会に分かれての協議 

      ◆総務部会（第９回）  場所：２階 ミーティングルーム  

       ・協定書の締結内容について 

        

 ◆幼児教育・保育部会（第10回）  場所：３階 中ホール 

  ・子育て支援について 

   

◆環境整備部会（第 11回）  場所：３階 相談室 

・制服について 

        

＊ 全体会における協議について 

 

 

 

４．その他 

  ＊ 次回開催日程と内容について 

  次回開催日 

   平成２６年  月  日（  ）  時  分～ 

 

 

 

５．閉  会 
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別記様式（第４条関係） 

会  議  録 

 

会 議 の 名 称      第 10 回宍粟市千種幼保一元化協議会 

開 催 日 時 平成２６年 ７月２３日（水）午後７時 00 分から午後８時 40分 

開 催 場 所 センターちくさ 中ホールほか 

議長（委員長・会長） 

氏 名 
越乢唯夫 

委 員 

氏 名 

（出席者）磯崎伸彦、大橋香奈、立尾優子、

内海真一、山本孝幸、小野嘉昭、山田沙織、

鎌田由佳、岡 徳子、船曵由紀、田住 学、

阿曽茂夫、奥田香里、林 御吉、井口靖規、

清水精一、日平和宏、鈴木正敏 

（欠席者）中村雅亘 

事 務 局 

氏 名 

教育委員会事務局：岡﨑部長、椴谷次長 

こども未来課：田村課長、中尾副課長、福井副課長、大谷係長、 

山内主査 

傍 聴 人 数 ８名 

会議の公開・非公開の

区分及び非公開の 

理 由 

公開・非公開 

（非公開の理由） 

 

 

決 定 事 項 

（議題及び決定事項） 

１ 委員提案により、前千種幼保一元化協議会副会長を、新たに委員

に委嘱する。 

２ 各部会の決定事項について、承認。 

（各部会の協議事項等について） 

１ 総 務 部 会 

（１）継続審議  協定書の締結内容について 

２ 幼児教育・保育部会 

（１）決定事項  「子育て支援について」認定こども園は、エーガ

イヤちくさの子育て支援センターと連携を取りな

がら、教育及び保育の現場として支援する。 

３ 環境整備部会 

（１）継続審議  制服について 



3 

 

（会議の経過）第 10回宍粟市千種幼保一元化協議会 

発言者 議題・発言内容 

事務局 

 

会長 

 

会長 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

（前回の協議会の承認を受け、前千種幼保一元化協議会副会長を委員として委

嘱する） 

それでは、各部会に分かれ協議を行っていただきたい。 

（部会に分かれて協議） 

それでは、部会での協議、報告について各会部長、お願いする。 

総務部会では、「協定書の締結内容について（項目検討）」を話し合った。協定

書に盛り込む具体的な事柄は教育委員会と千種杉の子保育園で決めていただ

き、その内容については総務部会で協議することで方向性がまとまった。また、

昨年度の決定事項の確認と、本日配付された資料「千種杉の子保育園との協定

書に盛り込む事項（案）の検討」にある事柄が十分かどうかを検討した。その

中で「＜協定項目＞ ４．開園時間と利用料の基本的な考え方」では、（協定

書に細かく謳ってしまうと）変更があった場合に対応が困るので、大きな枠で

考え方や方向性が示せないかと言う意見が出た。その他の事柄についても内容

がまとまらなかったので委員の持ち帰りにし、次回も継続協議とした。 

幼児教育・保育部会では、認定こども園開園に向け本年度試行している園内研

修等について、一学期が終わった段階における実施状況や課題、今後の見通し

を千種杉の子保育園長及び千種幼稚園長から報告していただいた。園内保育研

修には、幼稚園の方も参加していただき、研修の振り返りを行っているとのこ

とで、次の保育に活かすなど大変中身が充実してきている、と報告があった。

また、千種杉の子保育園に初めて参加いただいた、保・幼・小・中・高の一斉

オープンスクールでは、地域の方にもたくさん来てもらい、いろいろと言葉も

いただきいい取り組みになった、と報告があった。保育園と幼稚園の職員が一

緒に協議していくことで非常にいい高まりがあるとの報告もあり、この方法を

大事にしながら計画を進めていきたいと思う。今日は、認定こども園の要件の

一つでもある子育て支援機能について、事務局と千種杉の子保育園から報告及

び提案があった。エーガイヤちくさにある子育て支援センターの機能は従来ど

おりとし、認定こども園は「就園前の子を持つ保護者に対しての指導や、先生

方から幼児教育の話しをしていいただき心の準備をしてもらう場」「保育や幼

児教育を自由に参加、体験することのできる場」「認定こども園が開園してい

る時間帯であれば園庭を解放し、保護者の責任のもと自由に遊ぶことのできる

場」「認定こども園で行う講演を広く案内し、子育ての講演が受けられる場」「子

育て相談の場」の五つの提案をいただいた。兵庫教育大学准教授からいただだ

いた助言では、集団の中で支援の輪ができ、保護者にとって自由に、いろいろ

な相談にのってもらえることが一番いいとのこと。また、専任の相談者につい

ては、就学前から中学校まで見通した助言ができる人選が望ましいとのことだ

った。結果、実際にそれぞれが連携を取りながら具体的に進めていくというま

とめになった。 

環境整備部会では、「制服について」話し合った。千種杉の子保育園に確認し

たところ、現状は夏及び冬用の体操服が上下それぞれと体操用の帽子があり、

スモック、通園用の帽子、上履き及びカバンはないとのこと。また、園の意向

としては、現状の体操服を使用したいとのこと。行事がある時は着ているので、
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会長 

委員 

 

 

 

 

会長 

委員 

会長 

 

委員 

 

会長 

委員 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しく入園される方は千種杉の子保育園の体操服を購入していただきたいと

のことだった。最終的には担い手である千種杉の子保育園に決めていただくこ

とになると思うが、委員の中からは「保護者の負担が増えるため、もらったり

譲ってもらったりしてもいいのではないか」「服が汚れることもあるため、ス

モックもあった方がいいのではないか」「値段的なものもあるので費用がかか

らないようにしたい」と、大半の方が制服はある方がいいという意見が出た。

また「今年、千種幼稚園に通う年少の子が来年、認定こども園に入る場合は、

今の体操服も使用ができるよう移行期間を設けてもいいのではないか」「環境

整備部会で決めるよりも、これから認定こども園に入園される方にアンケート

を取り、意見を聴いてもいいのではないか」との意見もあった。結果、制服の

方向性については、継続協議になった。環境整備部会で二点、質問が出たので

お伺いしたい。一点目は「小学校の体操服と認定こども園の体操服を、同じ物

に合わせることは可能かどうか」を、小学校の先生にお伺いしたい。二点目は

「上履きは必要かどうか」を、幼稚園の先生にお伺いしたい。 

一点目の質問について、いかがか。 

制服を効率的に使用するなら一緒でも構わないし、逆にしなければならないと

いうこともない。制服というのは、礼服的な意味合いと所属意識を持つという

目的があれば十分であり、認定こども園として制服があればいいのではないか

と思う。ただし、今ある体操服のサイズが園児たちに合うかどうかは分からな

い。 

校章は入ってないのか。 

校章はなく、無地の体操服である。 

千種杉の子保育園の体操服は、制服として使用されているか。また、園章は入

っているか。 

行事の時だけ使用している。また、体操服は、園章がないのでマークもなく無

地で、上が白で下は藤色となっている。 

二点目の質問について、いかがか。 

千種幼稚園では、動きの面で上履きを取り入れている。思い切りいろいろなこ

とをする時は、上履きの方が踏ん張りも利いていいからである。また、裸足の

時もある。幼稚園によっては、上履きのないところもあるので、園の教育方針

に合わせてもらえればいいと思う。 

各部会から報告してもらったが、何か質問や意見はないか。ないようなら、こ

こまでのことで兵庫教育大学准教授から意見をいただきたいと思う。 

上履きは、床に弾力性があれば、あってもなくてもいいと思う。ただし、床が

硬いと子どもたちの歩き方が変になるので、上履きが必要になる。最近は、コ

ンクリートの上に板を張っている園もあるが、頭に響くので（私は）そこで運

動をさせたくない。新しく建てる場合は、裸足で歩ける弾力性のある床になっ

たらいいな、と思う。また、千種における子育て支援機能について、支援員も

就くようなので、認定こども園が就学前から中学校まで見通した存在になって

欲しいと思う。経験を積むまでは難しいが、そのような支援員に入ってもらう

と保護者も安心すると思う。見通しを持って子どもに接すると、保護者も小学

校や中学校になっても頑張れるだろうし、「子どもたちの将来を待ち望んで子

育てしよう」という気持ちになると思う。千種地域の皆さんが「地域のみんな
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会長 

委員 

 

 

 

事務局 

 

事務局 

で子どもたちを育てる」と思ってくださるのが一番かと思う。 

他に何かないか。 

事務局にお願いがあるのだが、先日の幼保一元化に係る工事説明会の中で保護

者や地域の方が、協議会の状況が分からないとの意見があった。広報等で告知

もしてもらっているが、保護者や地域の方にも伝わるよう検討してもらいた

い。 

現在、協議会だよりを全戸配布でお知らせできるように検討しているので、し

ばらくお待ちいただきたい。 

それでは、次回の日程については、会長及び部会長と相談させていただき、決

めたいと思う。 

 


